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令
和

二
年
度
版

創
刊第

三
十
六
号

例
年
で
あ
れ
ば
、
今
日
七
月
三
十
一
日
は
、
一
学
期
終
了
後
の
前
期
補
習
と
、
そ
の
合

間
に
行
わ
れ
た
三
者
面
談
を
終
え
、
翌
週
か
ら
の
中
期
補
習
に
向
け
て
、
僅
か
ば
か
り
の

休
養
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
時
間
に
充
て
ら
れ
る
日
で
す
。

こ
ん
な
形
で
、
今
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
、
こ
ん
な
経
験
が
で
き
る
の
も
、

中
途
半
端
な
災
難
で
な
く
、
未
曾
有
の
災
難
の
お
陰
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
で
、
一
学
期
期
末
考
査
の
取
り
組
み
は
ど
う
で
し
た
か
。
こ
ん
な
災
難
時
で
さ

え
、
日
本
と
い
う
国
、
日
本
の
教
育
界
は
、
特
例
な
ど
な
く
き
ち
ん
と
ル
ー
ル
を
守
り
、

一
学
期
終
了
が
許
さ
れ
る
最
終
期
限
の
本
日
ま
で
を
一
学
期
と
し
、
来
週
月
曜
日
か
ら
は

二
学
期
始
業
式
と
い
う
呼
び
方
に
な
り
ま
す
。
な
か
な
か
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
説
明
さ
れ

る
機
会
が
な
い
の
で
、
あ
る
意
味
で
は
何
故
こ
の
よ
う
な
日
程
な
の
か
、
疑
問
を
持
た
れ

て
い
る
家
庭
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
実
は
、
法
律
上
こ
う
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
の

が
、
こ
の
よ
う
な
日
程
の
理
由
で
す
。
余
談
で
す
が
。
そ
れ
で
も
、
わ
が
国
日
本
は
、
秩

序
を
保
っ
て
淡
々
と
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
を
平
然
と
日
々
の
生
活
を
進
め
て
い
ま
す
。

と
は
い
え
、
最
近
の
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
新
規
感
染
者
数
を
聞
く
た
び
に
、
第
二
波
と
煽

ら
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
楽
観
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
が
、
も
う

少
し
ち
ゃ
ん
と
し
た
情
報
が
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
新
規
入
院
患
者
数
、
退
院

患
者
数
、
重
症
患
者
数
な
ど
を
示
し
て
く
れ
る
だ
け
で
も
、
あ
る
部
分
、
私
達
は
冷
静
に

な
れ
る
の
で
は
と
思
う
の
で
す
が
、「
経
済
を
止
め
る
ほ
ど
で
は
な
い
」「
不
要
不
急
の
外

出
は
控
え
て
ほ
し
い
」「
第
二
波
に
備
え
て
対
応
し
て
ほ
し
い
」・
・
・
。
ど
れ
が
最
優
先

順
位
な
の
か
、
何
と
な
く
私
達
の
中
の
危
機
感
も
ま
た
薄
れ
て
し
ま
い
そ
う
で
す
。

さ
て
、
約
二
か
月
の
学
校
生
活
を
経
て
、「
学
校
っ
て
い
い
よ
な
」
と
感
じ
た
想
い
が
、

少
し
ず
つ
薄
れ
て
、
自
分
に
甘
え
を
与
え
て
い
く
こ
と
が
増
え
て
い
ま
せ
ん
か
。
先
述
し

た
中
に
も
あ
り
ま
す
が
、
日
々
の
危
機
感
の
低
下
が
増
え
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
禍
よ
り
熱
中
症
と
い
う
言
葉
に
任
せ
て
、
マ
ス
ク
を
常
に
外
し
て
良
い
と
、

勝
手
に
解
釈
を
し
て
い
る
人
が
増
え
て
い
ま
せ
ん
か
。
天
秤
に
か
け
る
の
は
、
人
と
の
距

離
感
で
あ
り
、
近
付
き
た
け
れ
ば
マ
ス
ク
を
し
、
マ
ス
ク
を
外
し
た
け
れ
ば
人
か
ら
遠
ざ

か
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
皆
さ
ん
も
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
装
着

が
、
選
択
肢
に
加
わ
る
日
が
い
つ
か
訪
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
根
拠
が
な
く
て
も
、

「
自
分
は
大
丈
夫
」
と
思
い
た
い
の
は
、
私
の
中
に
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
も
し
も
う
一

度
、
日
々
の
生
活
が
止
ま
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
い
く
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
等
を
通
じ
た

授
業
が
物
理
的
に
進
め
ら
れ
る
と
は
言
え
、
皆
さ
ん
は
あ
の
リ
モ
ー
ト
生
活
に
本
当
に
耐

え
ら
れ
ま
す
か
。
そ
の
す
ぐ
後
の
受
験
に
対
応
し
て
く
れ
ま
す
か
。

世
の
中
に
は
、
い
く
ら
技
術
が
発
達
し
て
も
人
の
心
に
支
配
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
山
ほ
ど
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

感

情

言

動

行

動

皆
さ
ん
は
、
発
達
し
た
Ａ
Ｉ
機
能
に
支
配
さ
れ
て
、
マ
シ
ン
の
如
く
自
分

の
感
情
を
「
無
」
に
し
て
、
家
庭
で
の
学
習
の
日
々
を
再
び
望
み
ま
す
か
？

私
は
嫌
で
す
。
生
き
て
い
る
限
り
は
、
人
と
人
が
触
れ
合
う
限
り
は
、
い

ろ
ん
な
葛
藤
、
い
ろ
ん
な
軋
轢
、
い
ろ
ん
な
ス
ト
レ
ス
、
い
ろ
ん
な
無
駄
、

い
ろ
ん
な
欲
望
な
ど
と
と
も
に
、
多
く
の
時
間
を
浪
費
し
ま
す
。
一
方
で
、

人
と
人
の
繋
が
り
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
側
に
い
る
圧
を
感
じ
る
か
ら
こ
そ
、

伝
え
ら
れ
る
、
ぶ
つ
か
る
こ
と
が
で
き
る
、
お
互
い
を
知
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
そ
ん
な
機
会
を
失
う
よ
う
な
こ
と
は
二
度
と
し
た
く
な
い
。
で
も
、
未

曾
有
で
あ
っ
た
も
の
が
、
小
さ
な
経
験
に
よ
り
、
最
近
で
は
数
多
く
の
油
断

が
見
ら
れ
る
行
動
や
、
言
動
、
危
機
感
の
無
さ
を
伝
え
る
ニ
ュ
ー
ス
が
テ
レ

ビ
を
賑
わ
し
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。
更
な
る
未
曾
有
の
出
来
事
で
、
皆
さ

ん
の
人
生
に
大
き
な
不
利
益
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
、
で
き
る
気
配
り
は
、

し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

改
め
て
、
一
学
期
終
了
と
と
も
に
、
こ
の
先
の
行
動
計
画
を
し
っ
か
り
と

イ
メ
ー
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
そ
し
て
、
個
人
と
し
て
も
、
集
団
と
し
て
も
、

揺
れ
る
心
、
負
け
そ
う
に
な
る
想
い
、
先
が
見
え
な
い
不
安
と
正
面
か
ら
向

か
い
合
い
、
進
む
べ
き
方
向
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
が
ら
、
前
代
未
聞
で
あ

る
こ
の
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
禍
で
の
受
験
機
会
を
貴
重
な
経
験
と
し
て
捉
え
、

様
々
な
工
夫
、
例
え
ば
、
時
間
の
使
い
方
・
取
り
組
み
方
法
・
心
の
平
常
を

保
つ
方
法
を
改
善
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

来
週
か
ら
は
、
二
学
期
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
四
月
・
五
月
に
先
行
し
て

夏
休
み
、
お
よ
び
、
夏
休
み
の
宿
題
が
、
今
回
は
授
業
の
予
習
だ
っ
た
と
考

え
る
の
は
、
だ
い
ぶ
独
り
よ
が
り
な
解
釈
で
し
ょ
う
か
。
た
だ
、
ど
う
せ
や

ら
ざ
る
を
得
な
い
な
ら
ば
、
都
合
の
良
い
、
前
を
向
け
る
解
釈
を
し
た
い
も

の
で
す
。
で
な
い
と
、
日
々
、
見
え
な
い
も
の
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
に
な

る
の
は
、
私
以
上
に
皆
さ
ん
の
方
だ
と
思
う
か
ら
。
良
い
振
り
返
り
が
将
来

で
き
る
よ
う
に
、
人
生
で
一
番
辛
く
感
じ
て
い
る
「
い
ま
」
を
、
奥
歯
を
噛

み
し
め
て
、
一
緒
に
闘
っ
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

共
通
テ
ス
ト
ま
で
あ
と
、

一
六
九
日

暑
い
夏
と
と
も
に
、
さ
ぁ
力
を
蓄
え
る
日
々
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

共
通
テ
ス
ト
の
日
程

変
更
な
し

令
和
三
年
一
月
一
六
日(

土)

一
七
日(

日)

特

例

令
和
三
年
一
月
三
〇
日(

土)

三
一
日(

日)

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
伴
う
学
業

の
遅
れ
を
在
学
す
る
学
校
長
に
認
め
ら
れ
た
者

お
よ
び

一
六
、
一
七
日
実
施
の
試
験
の
追
試
験

受
験
対
象
者

特
例
の
試
験
日
に
、
関
西
で
は
近
畿
大
学
私
学
入
試
あ
り

国
公
立
大
学
前
中
後
期
出
願
〆
切

変
更
な
し

令
和
三
年
二
月
三
日(

水)

共
通
テ
ス
ト
特
例
受
験
認
可
の
基
準
は
未
定

と
い
う
よ
り
も
問
題
の
難
易
度
、
次
へ
の
準
備
を

考
慮
す
る
と
、
二
週
間
程
度
で
は
メ
リ
ッ
ト
な
し

関
西
大
学

総
合
型
選
抜
入
試
出
願
期
間
の
変
更

変
更
前

九
月
一
日
～
七
日

消
印
有
効

↓
変
更
後

九
月
一
五
日
～
二
三
日

消
印
有
効

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

ｅ

┈
Ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
ｆ
ｏ
ｌ
ｉ
ｏ

文
部
科
学
省
よ
り
運
営
許
可
見
直
し
の
方
向

入
試
等
で
の
、
主
体
性
・
協
働
性
の
評
価
は
曖
昧
に
な
り
ま
す

が
、
そ
れ
ら
の
力
を
つ
け
る
た
め
に
、
生
徒
が
行
っ
て
く
れ
た
活

動
は
、
自
ら
表
現
す
る
場
面
で
役
に
立
ち
ま
す
。

「
面
白
い
観
点
で
書
け
る
」
が
、「
話
題
を
深
め
る
」
、
「
発
想

を
広
げ
る
」
部
分
で
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
必
要
で
す
。
特
に
総
合

選
抜
型
入
試
や
、
学
校
推
薦
型
選
抜
入
試
を
考
え
て
い
る
生
徒
は
、

新
聞
等
を
利
用
し
て
、
読
む
習
慣
や
内
容
を
ま
と
め
る
習
慣
、
自

分
の
意
見
を
表
現
す
る
習
慣
を
、
さ
ら
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
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医療の現場から

気になる新聞記事の配布を、１学年以来継続して

配布していますが、それに加えて医療関係への進学を

希望する者向けに、「医療の現場から」と銘打って、

最近の新聞記事から取り上げて、配布を始めました。

200字程度に要約し、自分の言葉で医療現場の抱え

る問題点、職業に対する倫理観を養成するべく、継続

していきます。

本気度の高い生徒は、真剣に考えてまとめた要約の

提出を、タイムリーにしています。

休日学ぼうクラブ

休日もしっかり学習に取り組みたいが、学習空

間がない、家ではつい甘えてしまう、と言った生

徒向けに、「休日学ぼうクラブ」を立ち上げました。

勿論、学校はコンビニエンスストアでも、街の

談話室でもないので、配布したプリントにもある

ようなルールに則って行いますが、自分としっか

り向かい合いたいと思ったら、入クラブ届を提出

して参加してください。

エアコン等が効いているなどということのない

厳しい環境ではありますが、良かったら参加して

みてください。

６月進研マーク模試

模試の実施に当たり、生徒も含めて保護者の皆様も振り回してしまいました。申し訳ありませんでした。結局、自宅実施ということでなか

なか集中し辛い環境であったと思います。長らくの休業期間から、正常な学校生活へのステップに、とはならず残念でした。

さて、結果の方ですが、真面目な相高生らしい結果であったと思います。つまり、言われたことは忠実にこなす中間層(全国偏差５０前後)

に該当する生徒達の出来が、偏差値５０を下回る方向に偏りました。この２か月、やはり、見られている意識が少し弱くなるのは致し方ない。

ただ、課題発掘には良い模試であったと考えています。まずは、現在の自分の立ち位置を正しく知ったこと。この状況下でも、各科目の平均

点等からでは、厳しさも感じていましたが、この先への期待もあるのか、予想よりもＥ 判定ではなく、Ｄ 判定・Ｃ 判定をもらっている感が

しました。また、文系上位層においては地力を付けている雰囲気があります。理系上位層は、休業期間中の学習科目に、好き嫌いで行ってい

た感は否めません。

ここで述べることは私見です。道は決して優しくはないですが、この時期、下手にＡ・Ｂ 判定をもらえる第一志望を考えるより、Ｃ・Ｄ

の判定であれば、危機感と獲得欲の強さを実感して、本気で闘うことに目覚めてくれる生徒も多い。勿論、ショックを受けて志望校の変更に

走る生徒もいます。数値は現実を厳しく教えてくれます。ただ、この時期に、闘う準備が整って模試に臨んでいる生徒の割合がどの程度であ

ると推測しますか？

要は、ここからです。やる前にさじを投げるより、本気の自分で闘ってみたいと思いませんか？その準備を一刻も早くスタートしていきま

しょう。

全体のイメージとしては、中間層の皆さんは、もう一度、基礎の徹底・提出物の取り組みをきちんと向かい合う・やり放しでなく、見直し

を忘れない。第一志望への想いの強さを再確認することです。そうすれば、おのずと道は明るくなるでしょう。残念ながら、まだスィッチの

入っていない皆さんは、コロナウィルスのせいにしないこと。授業をしていても、していなくても、毎年同じように存在します。自分の将来

のためにも早く気付いて下さい。上位層の皆さんは、判定以上に、得点率に貪欲になりましょう。しっかり、作戦を考えること。問題に取り

組む順番や、ケアレスミス、マークミスなどなかったか。次に向けての強化ポイントをどこに置くか、などです。

最後に、「合格」という判定をもらえたらよい。そのためには、数字に踊らされず、自分が取り組んだことをどれだけ発揮できているかを分

析してください。

強化ポイントは、漢文・ベクトル・日本史・物理・リーディング。これ以外の科目もそうですが、読み取るスピード、問題の流れに乗る器

用さ、そして、１点でも拾い上げる貪欲さです。

何もしなければ、後退はあっても前進はない。気持ちだけ空回りさせず、一つ一つを確実に、ややスピードを意識して消化しよう。

各教科から、夏休み以降に向けて、様々な参考書・問題集等の紹介
をして頂けると思います。その情報と大きな志を持って、大きな本屋
さんへ行きましょう。

一番のお勧めは、
ＪＲ姫路駅構内ピオレヤング館２Ｆジュンク堂書店 です。

二番目は、
イオン赤穂店２Ｆ未来屋書店 です。

三番目は、
ＴＳＵＴＡＹＡ姫路飾磨店 です。

ただ、圧倒的に一番のお勧めが良いとは思います。目的の参考書や
問題集を探していると、ひょんなことから意外な雰囲気を持った本に
出会うことがあります。紹介される本に間違いはありません。ただ、
相性というのは不思議なもので、そういった本に出会って、目覚める
ことも受験生にはしばしばあります。
少しの気分転換を兼ねて、少し足を運んでみるのも良いのでは。

三

日
（
月
）

二
学
期
始
業
式

～
五

日
（
水
）

特
別
時
間
割
（
午
前
中
授
業
）

八

日
（
土
）

全
統
共
通
プ
レ
テ
ス
ト

関
西
福
祉
大
学
に
て
（
予
定
）

十

一
日
（
火
）

～
十

三
日
（
木
）
学
校
閉
校
日

十

八
日
（
火
）

～
二
十
四
日
（
月
）
特
別
時
間
割
授
業
（
午
前
）

三
者
面
談
（
午
後
）

二
十
五
日
（
火
）

通
常
授
業
開
始

二
十
六
日
（
水
）

眼
科
検
診
（
午
後
）

二
十
八
日
（
金
）

内
科
検
診
（
午
後
）

Ｃ
Ｃ

二
十
九
日
（
土
）

Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
検
定
版
（
３
年
希
望
者
）

三
十
一
日
（
月
）

実
力
考
査
（
午
前
）
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